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決
算
特
別
委
員
会

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決

算
を
認
定

　

９
月
９
日
に
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

総
務
企
画
分
科
会
、
文
教
民
生
分
科
会
、
産

業
建
設
分
科
会
の
３
分
科
会
を
設
置
し
、
一

般
会
計
と
８
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
を
審
査

し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

３
８
８
億
７
６
６
７
万
８
２
９
９
円
、
歳
出

３
７
５
億
８
０
２
９
万
４
６
５
６
円
で
、
歳

入
歳
出
差
引
額
は
12
億
９
６
３
８
万
３
６
４

３
円
。
全
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
１

４
１
億
９
７
５
２
万
４
３
５
４
円
、
歳
出
１

３
６
億
１
０
６
８
万
５
４
８
９
円
で
、
各
特

別
会
計
と
も
黒
字
決
算
ま
た
は
収
支
同
額
で

し
た
。
審
査
の
結
果
、
決
算
を
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
に
対
す
る
答
弁
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
６
年
度
比
で
減

少
し
た
こ
と
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
】

　

６
年
度
比
較
で
、
約
９
３
０
０
万
円
の
減

と
な
っ
た
。
全
国
的
な
米
不
足
に
よ
り
米
の

確
保
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
米
と
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
に
代
わ
る
新
規
返
礼
品
等
の
開
発
不
足

も
一
因
と
考
え
て
い
る
。

【
本
市
で
米
の
確
保
が
困
難
だ
っ
た
理
由
】

　

他
市
と
比
較
し
て
市
内
に
大
手
の
精
米
事

業
者
が
な
い
こ
と
、
能
代
市
産
米
の
出
荷
先

を
把
握
で
き
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
商
品
開
発
に
関

す
る
取
組
状
況
】

　

商
品
開
発
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
提
供

事
業
者
に
対
し
、
返
礼
品
の
小
口
発
送
や
定

期
便
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

る
。

【
高
校
魅
力
化
推
進
事
業
の
成
果
】

　

会
議
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
、

行
政
、
教
育
関
係
者
、
企
業
、
地
域
団
体
、

住
民
、
生
徒
等
が
同
じ
方
向
を
向
き
、
高
校

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
今

後
も
会
議
を
継
続
し
、
各
々
の
取
組
に
つ
い

て
、
関
係
者
で
連
携
し
、
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
防
災
行
政
無
線
は
聞
こ
え
に
関
す
る
課
題

が
あ
る
が
、
事
業
を
ど
う
評
価
す
る
か
】

　

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
り
に
く
い
状
況

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
防
災
行
政

無
線
の
情
報
は
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
、
複
数
の

情
報
取
得
方
法
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
市
民
へ
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
介
護
給
付
費
の
状
況
】

　

６
年
度
比
較
で
要
支
援
・
要
介
護
認
定
の

申
請
件
数
が
減
少
し
、
要
介
護
４
以
上
の
認

定
者
数
は
増
加
し
た
も
の
の
、
要
介
護
３
以

下
の
認
定
者
数
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

総
体
的
に
は
減
少
し
た
。

【
鳥
獣
被
害
（
農
作
物
）
防
止
対
策
事
業
の

効
果
と
し
て
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に
ど
う

つ
な
が
っ
た
か
】

　

６
年
度
及
び
７
年
度
に
二
ツ
井
地
区
で
人

身
事
故
が
各
１
件
発
生
し
た
も
の
の
、
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
の
活
動
や
出
没
抑
制
の
取

組
等
に
よ
り
、
人
命
に
関
わ
る
事
故
は
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
今
後
も
事
故

防
止
に
つ
な
が
る
取
組
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。

【
地
元
企
業
働
き
手
確
保
支
援
事
業
の
効

果
】

　

能
代
市
、
八
峰
町
及
び
三
種
町
の
３
市
町

共
同
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
求
人
サ
イ
ト
運

営
や
大
学
生
向
け
の
企
業
就
業
体
験
、
仕
事

相
談
会
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
求
人
サ
イ

ト
の
応
募
件
数
が
伸
び
る
な
ど
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
地
域
で
高

い
求
人
倍
率
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
情
報
交
換
を
図
り
つ
つ
、
事

業
の
継
続
と
よ
り
効
果
的
な
手
法
の
検
討
に

努
め
た
い
。

【
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
事
業
の
効
果
】

　

空
き
店
舗
や
公
共
空
間
の
利
活
用
事
業
を

継
続
し
た
ほ
か
、
商
店
街
が
主
催
す
る
歩
行

者
天
国
の
来
場
者
増
加
な
ど
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

【
除
排
雪
の
実
施
状
況
】

　

年
末
か
ら
の
断
続
的
な
大
雪
や
寒
波
、
低

温
に
よ
り
、
１
月
31
日
に
は
能
代
地
域
で
80

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
二
ツ
井
地
域
で
１
２
６

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
７
年
度
最
大
積
雪
深
を

記
録
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
能
代
地

域
で
交
差
点
25
か
所
の
排
雪
、
二
ツ
井
地
域

で
35
回
の
排
雪
を
行
う
な
ど
、
例
年
の
４
倍

近
い
降
雪
量
の
中
、
除
雪
従
事
者
の
懸
命
な

作
業
に
よ
り
対
応
に
当
た
っ
た
。

【
今
後
の
除
雪
体
制
の
方
向
性
】

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢
化
等
に
よ
る
人
員

不
足
、
近
年
の
大
雪
と
い
う
課
題
に
対
し
、

国
や
県
と
連
携
し
た
ス
ク
ラ
ム
除
雪
の
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
住
民

の
安
心
・
安
全
な
通
行
の
確
保
に
向
け
た
対

策
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。　

（
後
藤
翔
子
）


